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税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

２
月
１
日
か
ら
は
春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）。身

近
な
新
入
職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
組
合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。組
合
で
は
組
合
員
数
２
％
増
を
目
標
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
末
、長
野

県
の
栂
池
高
原
ス

キ
ー
場
最
上
部
よ

り
２
時
間
の「
バ
ッ

ク
カ
ン
ト
リ
ー
」と

呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
、外
国
籍

の
男
女
５
人
が
雪
崩
に
巻
き
込

ま
れ
、こ
の
う
ち
男
性
２
人
が

山
中
に
取
り
残
さ
れ
た
。翌
朝

に
発
見
、死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。

報
道
を
聞
い
た
多
く
の
方
は
、

無
謀
な
外
国
人
が「
滑
走
禁
止
」

を
無
視
し
て
雪
崩
に
巻
き
込
ま

れ
た
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、雪
崩
が
発
生
し
た

白
馬
乗
鞍
岳
天
狗
原
周
辺
は
春

の
安
定
し
た
時
期
な
ら
ヘ
リ
ス

キ
ー
が
行
わ
れ
、中
級
者
程
度

で
も「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
」へ

足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
る
エ
リ
ア

な
の
だ
。厳
密
に
言
え
ば「
禁

止
」エ
リ
ア
で
は
な
い
。一
定
の

経
験
を
持
っ
て
い
れ
ば
、誰
も

足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
新
雪

を
味
わ
え
る
場
所
だ
。

　

日
本
の
場
合
、早
朝
、都
会

を
出
発
す
れ
ば
、昼
過
ぎ
に
は

「
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
」に
立
て

る
。そ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が

人
気
で
も
あ
り
落
と
し
穴
で
も

あ
る
。相
手
は
冬
山
だ
。安
全
な

ル
ー
ト
の
選
択
、滑
走
は
一
人

ず
つ
、止
ま
る
時
は
安
全
地
帯

で
と
い
っ
た
原
則
的
な
行
動
様

式
が
事
故
を
最
小
化
で
き
る
と

い
う
。今
回
、こ
の
原
則
が
守
ら

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

雪
崩
は
ス
キ
ー
場
内
に
お
い

て
も
発
生
し
う
る
。実
際
、新
雪

降
雪
時
に
小
規
模
な
表
層
雪
崩

は
起
き
て
い
る
。だ
が
、オ
ー
プ

ン
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
で
の
雪

崩
死
亡
事
故
は
こ
の
20
年
余

り
、日
本
で
は
発
生
し
て
い
な

い
。そ
れ
は
日
々
、ス
キ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い

る
か
ら
だ
。こ
の
こ
と
も
忘
れ

な
い
で
お
き
た
い
。

国
保
組
合　
予
算
は
２
７
０
５
・
４
億
円
に

ら
れ
ず
残
念
な
こ
と
で
し
た

が「
会
う
は
別
れ
の
始
め
」と

か
の
無
情
の
言
葉
も
あ
り
、

世
の
常
の
こ
と
と
は
思
い
な

が
ら
大
事
な
こ
と
は
今
、お

会
い
し
て
い
る
人
と
の
出
会

い
こ
そ
が
喜
び
で
も
あ
る
、

と
の
思
い
で
二
時
間
程
の
間

を
、楽
し
い
会
話
と
お
い
し

い
お
酒
と
料
理
で
堪
能
し
ま

し
た
。新
年
会
あ
り
が
と
う
。

達
に
敬
意
と
感
謝
の
思
い
を

深
く
い
た
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
例
年
の
上
住
吉
の

「
す
し
半
」が
昨
年
廃
業
し
た

為
に
長
居
近
く
の「
か
ご
の

屋
」と
な
り
、参
加
者
は
十
九

人
で
、三
年
前
よ
り
十
人
程

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
住
吉
支
部
の
諸
行

事
に
参
加
さ
れ
て
い
た
常
連

さ
ん
の
幾
人
か
の
お
顔
が
見

【
住
吉
支
部　

小
森　

国
弘
】

令
和
五
年
一
月
五
日
の
正
午

か
ら
三
年
ぶ
り
の
住
吉
支
部

恒
例「
新
年
会
」に
参
加
し
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
最
中
で
の
開
催
を
勇

断
さ
れ
ま
し
た
。役
員
さ
ん

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

【
教
宣
部
部
長
・
大
西
康

晴
】
二
月
五
日
（
日
）
、
門

真
市
ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
で

門
真
支
部
確
定
申
告
相
談
会

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
初

回
か
ら
五
十
六
人
の
組
合
員

さ
ん
が
参
加
。
今
年
も
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
た
う
え
で
の
開
催
で

す
。

　

一
部
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金

の
計
上
も
あ
り
ま
し
た
が　

や
は
り
大
変
な
の
は
消
費
税

の
申
告
で
す
。
軽
減
税
率
の

計
上
の
仕
方
な
ど
実
態
を
聞

き
取
り
対
応
し
ま
し
た
。

　

現
状
免
税
業
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
は
十
月
か
ら
始
ま
る

イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い
て
の
質

問
が
多
く
実
態
を
聞
き
対
策

を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
周
知
が
で
き
て
い
な

い
事
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
組
合
か
ら
の
情
報
を

機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
用
い
て
情

報
収
集
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
十
二
月
二
十
三
日

に
二
〇
二
三(

令
和
五)

年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
。

　
【
全
建
総
連
発
】一
般
会
計

総
額
は
一
一
四
兆
三
八
〇
〇

億
円
と
二
〇
二
二
年
度
当
初

予
算
比
で
六
兆
七
八
〇
〇
億

円
増
と
十
一
年
連
続
で
過
去

最
大
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
三
割
を
占
め

る
社
会
保
障
関
係
費
は
三
十

六
兆
八
九
〇
〇
億
円(

二
〇

二
二
年
度
当
初
予
算
比
六
二

〇
〇
億
円
増)
、税
収
は
六

十
九
兆
四
四
〇
〇
億
円
と
過

去
最
大
を
見
込
ん
で
お
り
、

安
全
保
障
政
策
の
転
換
を
図

る
こ
と
か
ら
防
衛
予
算
は
過

去
最
大
の
六
兆
七
九
〇
〇
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

　

国
保
組
合
予
算
総
額
は

二
七
〇
五
・
四
億
円(

二
〇

二
二
年
度
当
初
予
算
比
二
十

二
・
六
億
円
増)

と
な
り
ま

し
た
。積
算
に
あ
た
っ
て
の

一
人
あ
た
り
医
療
費
に
つ
い

て
は
、概
算
要
求
時
に
は
二

〇
二
二
年
度
比
四
・
八
％
の

大
幅
な
減
で
し
た
が
、予
算

編
成
の
段
階
で
直
近
の
医
療

費
実
績
に
コ
ロ
ナ
前
の
医
療

費
の
伸
び
率
を
か
け
た
医
療

費
を
見
積
も
ら
せ
る
こ
と
で
、

現
行
補
助
水
準
確
保
の
見
通

し
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、社
会
保
障
関
係
費

に
つ
い
て
財
務
省
財
政
審

の
予
算
編
成
に
関
す
る
建

議(

十
一
月
二
十
九
日)

で

は
、「
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
か
ら

の
移
行
」位
置
づ
け
、社
会
保

障
分
野
に
お
い
て
は
、「
能

力
に
応
じ
て
負
担
し
、必
要

に
応
じ
て
給
付
す
る
」と
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
進

め
、「
給
付
と
負
担
」の
見
直

し 

を
強
く
求
め
ま
し
た
。こ

う 

し
た
情
勢
下
、裁
量
的
経

費 

は
十
％
一
律
削
減
の
厳

し
い 

査
定
の
中
、出
産
育
児

一
時 

金
補
助
金
、高
額
医
療

費
共 

同
事
業
補
助
金
、事
務

費
負 

担
金
は
前
年
度
比
増

額
、特 

定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
補 

助
金
は
前
年
度
同

額
を
確
保 

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

二
〇
二
三
年
度
建
設
国
保

予
算
確
保
の
た
た
か
い
で
は
、

コ
ロ
ナ
渦
の
中
、夏
に
は
日

比
谷
公
園
で
の
予
算
要
求
決

起
大
会
を
開
催
、十
一
月
に

は
集
会
お
よ
び
デ
モ
行
進
を

行
い
、私
た
ち
の
要
求
を
国

○
国
交
省　

住
宅
局

　

住
宅
局
予
算
は
、

一
五
五
七
・
五
億
円
で
住

宅
・
建
築
物
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
な
ど
の
施
策
に
重
点
。

二
十
二
年
度
補
正
予
算
で
は

「
こ
ど
も
エ
コ
す
ま
い
支
援

事
業
」
が
一
五
〇
〇
億
円
で

創
設

○
環
境
省

　

ア
ス
ベ
ス
ト
総
合
対
策
費

六
八
〇
〇
万
円
。

○
林
野
庁

　

都
市
部
で
の
建
築
用
木
材

の
利
用
実
証
で
「
都
市
の
木

造
化
推
進
法
」
に
基
づ
く
協

定
締
結
者
等
を
優
先
的
に
支

援
す
る
事
業
を
実
施

　

認
定
訓
練
助
成
事
業
費
補

助
金
は
十
・
一
億
円
、 

建

設
労
働
者
育
成
支
援
事
業
は

四
・
八
億
円
、
若
年
技
術
者

人
材
育
成
支
援
等
事
業
（
も

の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
）
は
二
十
一
・
八
億
円
、

若
者
の
技
能
検
定
の
受
検
料

減
免
措
置
は
一
・
四
億
円
。

○
国
交
省 

不
・
建
局

　

建
設
市
場
の
環
境
整
備
に

関
す
る
要
求
額
は
六
・
七
億

円
（
建
設
産
業
の
働
き
方
改

革
の
推
進
一
・
八
億
円
）
、

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
導
入
促
進
事

業
五
・
五
億
円

〇
厚
労
省 

基
準
局　

　

建
設
業
の
一
人
親
方
な
ど

の
安
全
衛
生
対
策
支
援
事

業
七
・
四
億
円
、
自
然
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事

安
全
衛
生
確
保
支
援
事
業

二
・
一
億
円
、
石
綿
対
策

費
二
十
一
億
円
、
労
災
保

険
事
務
組
合
へ
の
報
奨
金

一
一
三
億
円
。

〇
厚
労
省 

職
安
局　

　

建
設
事
業
主
に
対
す
る
助

成
金(

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
助

成
金
、
人
確
金
、
人
開
金) 

が
七
十
六
・
四
億
円
。

○
厚
労
省　

人
開
官　

国
保
以
外
の
主
な
予
算

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

各
県
連
・
組
合
で
は
、ハ
ガ

キ
要
請
行
動
や
集
会
、地
元

国
会
議
員
要
請
行
動
等
に
つ

い
て
、組
合
役
員
を
先
頭
に
、

組
合
員
・
家
族
の
ご
協
力
に

よ
り
、全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。全

国
の
仲
間
の
皆
さ
ん
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
建
総
連
は
、今
後
も
国

保
組
合
の
育
成
・
強
化
、現
行

補
助
水
準
確
保
の
運
動
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
決
意
で

す
。引
き
続
き
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
し
ま
す
。

厳しい情勢も増額
仲間の力でかち取った成果

新
年
会
は

楽
し
い

インボイスの相談にも対応
税金申告相談・門真支部

３
月
１
・
2
日(

水
・
木)

　
　

堺
・
生
野 

　

3
日(

金)

堺
・
吹
田

　

4
日(

土)

城
東
鶴
見
・

　
　

寝
屋
川
・
吹
田

　

5
日(

日)

福
島
・
茨
木
・

　
　

寝
屋
川

　

6
日(

月)

堺
・
福
島

　

7
日(

火)

堺

　

8
・
９
日(

水
・
木)

本
部

※
門
真
支
部
の
日
程
は
支
部

に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

※
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
各
支

部
に
予
約
制
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
確
認
を
。

各
支
部
税
金
申
告

相
談
会
日
程

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

建
設
労
働
者
総
決
起
集
会
を

三
月
二
十
八
日（
火
）午
後
七
時

か
ら
天
満
橋
エ
ル
お
お
さ
か
・

エ
ル
シ
ア
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

　
　
　
　
　

◇

日
時　

三
月
二
十
八
日（
火
）午

後
七
時

場
所　

エ
ル
・
お
お
さ
か「
エ
ル

シ
ア
タ
ー
」

参
加　

組
合
員
と
そ
の
家
族

メ
イ
ン
要
求

・
仲
間
の
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

る・
建
設
国
保
を
守
る

・
組
織
の
団
結
と
強
化

内
容　

支
部
、専
門
部
の
活
動

報
告
な
ど

行
動
費
等　

大
衆
行
動
費
と
本

部
支
部
間
の
交
通
費
を
支
援
し

ま
す
。但
し
十
五
歳
以
上
の
方

　

な
お
当
日
は
集
会
前
に
全
国

一
斉
賃
金
宣
伝
行
動
と
し
て
京

橋
、天
王
寺
駅
前
で
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
す
。

３
月
28
日
㈫
エ
ル
・
お
お
さ
か
で
要
求
持
ち
寄
り
結
集
を



№ 1590　⑵（昭和 36 年 7 月 17 日第三種郵便物認可） ( 毎月 2 回、１・16 日発行）2023 年３月１日号

免
税
業
者

　
【
泉
佐
野
・
深
見
俊
彦
】

勉
強
会
も
開
催
さ
れ
造
詣
も

深
ま
っ
た
け
れ
ど
も
結
局
ど

う
い
う
選
択
が
ベ
ス
ト
？
み

ん
な
は
ど
う
し
て
る
？

そ
こ
で
自
身
の
選
択
を
綴
っ

て
み
た
い
。
個
人
的
見
解
で

商
い
に
よ
り
事
情
も
変
わ
る

の
と
、
国
の
政
策
の
変
更
や

延
期
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の

で
参
考
程
度
に
。

　

年
商
一
千
万
円
未
満
、
主

に
手
間
請
け
の
免
税
事
業
者

で
す
。

今
年
か
ら
の
三
年
間
は

免
税
事
業
者
の
ま
ま
で
取
引

先
に
事
務
負
担
増
だ
が
、
経

過
措
置
の
八
割
仕
入
れ
控
除

を
お
願
い
し
て
消
費
税
の
二

割
カ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
で

す
。

私
は
仕
入
れ
も
少
な
く
外
注

も
た
い
て
い
は
手
間
返
し
な

の
で
激
変
緩
和
措
置
の
、
新

た
に
課
税
事
業
者
に
な
っ
た

三
年
間
は
売
上
税
額
の
二
割

で
よ
い
と
す
る
も
の
と
同
じ

実
入
り
と
な
る
が
、
単
発
の

受
注
先
が
据
え
置
き
外
税
で

対
応
し
て
く
れ
そ
う
な
の
と

今
後
の
新
た
な
緩
和
策
に
期

待
を
残
し
て
で
す
。

※
十
月
か
ら
の
課
税
事
業
者

に
な
る
届
け
は
令
和
五
年
九

月
末
ま
で
に
、
正
式
に
延
期

と
な
り
ま
し
た
が
書
面
申
請

で
す
と
二
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る

の
で
夏
前
く
ら
い
に
は
ご
準

備
を
。

　

そ
の
後
の
令
和
七
年
か
ら

は
経
過
措
置
の
控
除
が
、
八

割
か
ら
五
割
に
下
が
る
の
で

課
税
事
業
者
に
な
り
、
簡
易

課
税
選
択
で
年
商
の
三
％

(

税
務
署
の
見
解
に
よ
っ
て

は
四
％)

を
納
税
す
る
こ
と

に
。
そ
れ
で
も
益
税
は
今
ま

で
の
半
分
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

応
援
な
ど
の
行
き
来
は
簡
易

課
税
選
択
の
同
業
者
の
と
こ

ろ
に
行
く
よ
う
に
す
れ
ば
迷

惑
も
か
か
ら
な
い
で
し
ょ

う
。

ひ
と
つ
蛇
足
を
。
今
だ
に
認

識
違
い
を
さ
れ
て
い
る
方
が

い
て
「
ウ
チ
は
消
費
税
払
っ

て
も
ら
っ
て
な
い
」「
一
式

工
事
い
く
ら
で
消
費
税
つ
い

て
な
い
」
だ
か
ら
「
消
費
税

を
納
税
し
な
く
て
い
い
」と
。

課
税
事
業
者
で
も
免
税
事
業

者
で
も
合
計
請
求
代
金
は
税

込
み(

別
に
記
載
が
な
く
て

も
内
税)

扱
い
で
す
。
支
払

い
側
に
な
っ
て
も
同
じ
理
屈

で
す
。ご
留
意
し
て
下
さ
い
。

２
０
２
３
・
３
・
１

  

子
へ
の

　
事
業
継
承
に
つ
い
て

大
建
労
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

普
及
を
目
的
に
「
大
建
労
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。　

第
十
回
の
テ
ー
マ

は
「
紅
葉
」。
入
賞
は
掲
載
し

た
四
作
品
で
す
。

応
募
方
法
は
簡
単
。
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
お
友
だ
ち
登
録
を

し
て
い
た
だ
き
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
写
真
作
品
と
コ
メ
ン
ト

を
添
え
て
送
る
だ
け
で
参
加
で

き
ま
す
。
毎
月
開
催
し
ま
す
。

告
知
は
Ⅼ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
機
関
紙
な

ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

入
賞
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
ま
す
の
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
の
上
、ご
応
募
く
だ
さ
い
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
は
本
紙
一

面
の
Ｑ
Ｒ
子
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
れ
ば
簡

単
。
様
々
な
情
報
提
供
も
行
っ

て
い
ま
す
。

最優秀賞
泉佐野支部

都宮　一平さん
『餅つき』

優秀賞
堺支部
南　博さん
『おせち料理』

Ｑ　

元
々
は
私
が
始
め
た
会

社
な
の
で
す
が
、娘
に
継
が

せ
て
社
長
を
や
ら
せ
て
い
ま

す
。今
は
、会
社
の
株
は
私
が

全
部
持
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
は

株
式
も
娘
に
渡
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
、ス
ム
ー
ズ
に
引
き

継
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で

象
と
な
り
ま
す
。相
続
人
が

娘
さ
ん
一
人
で
あ
れ
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、複
数
の
相

し
ょ
う
か
？ 

Ａ　

あ
な
た
が
亡

く
な
っ
て
し
ま
う

と
、相
続
が
開
始

し
、株
式
も
遺
産

と
し
て
相
続
の
対

分
に
従
っ
て
株
式
は
相
続
さ

れ､

具
体
的
な
株
式
の
取
得

に
は
遺
産
分
割
協
議
が
必
要

続
人
が
い
れ
ば
、法
定
相
続

を
避
け
る
た
め
に
は
、生
前

贈
与
で
株
式
を
譲
渡
す
る
と

か
、遺
言
に
よ
っ
て
娘
さ
ん

わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、会
社
経
営
の
混

乱
が
起
き
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
混
乱

と
な
り
ま
す
。場
合
に
よ
っ

て
は
、株
式
の
保
有
率
が
変

に
株
式
を
相
続
さ
せ
る
方
法

な
ど
を
選
択
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。信
託
の
方
法
も
考

え
ら
れ
ま
す
。遺
留
分
対
策

や
税
金
対
策
も
関
連
し
て
き

ま
す
の
で
、弁
護
士
、税
理
士

な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

（
き
づ
が
わ
法
律
事
務
所
）

と　

き　

四
月
一
五
日
㈰
～

一
六
㈰

場　

所　

大
建
労
本
部

受
講
料

　

組
合
員
一
万
四
千
円

　

一　

般
一
万
五
千
円

定　

員　

三
十
六
名

(

十
七
名
以
下
は
中
止)

申
込
期
間　

二
月
八
日(

水)

～

三
月
三
一
日(

金)

　

建
設
現
場
に
お
い
て
安
全
管

理
の
責
任
を
負
う
の
は
、
現
場

に
従
事
す
る
す
べ
て
の
事
業
者

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
業
者
に

代
わ
っ
て
現
場
で
安
全
管
理
の

中
心
的
役
割
を
担
う
職
長
に
対

し
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
60
条

で
は
「
一
定
の
教
育(

職
長
教

育)

」
を
実
施
す
る
こ
と
を
事

業
者
に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

と　

き　

五
月
二
七
日
㈰
～

二
八
㈰

場　

所　

大
建
労
本
部

対
象
者　

組
合
員
の
み

受
講
料　

四
万
六
千
円(

予
定)

定　

員　

三
十
名

（
十
九
名
以
下
は
中
止
）

申
込
期
間　

二
月
八
日
㈬
～
四

月
一
四
日
㈮

　

二
〇
二
三
年
四
月
一
日
よ
り

大
気
汚
染
防
止
法
、
石
綿
障
害

予
防
規
則
の
改
正
に
よ
り
解
体

部
分
の
床
面
積
が
八
〇
㎡
以
上

の
建
築
物
の
解
体
工
事
、
請
負

金
額
が
百
万
円
以
上(

消
費
税

込)

の
建
築
物
の
改
修
工
事
及

び
特
定
の
工
作
物
の
解
体
・
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
事
前
調
査

の
届
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者

教
育
の
ご
案
内

一
般
建
築
物
石
綿
含
有
建

材
調
査
者
講
習
の
ご
案
内

【提携対象店舗】
関西２府４県内のコーナンｐＲ
Ｏ・ＷＯＲＫ＆ＴＯＯＬ全店
※関西２府４県：大阪府京都府・兵庫
県・和歌山県・奈良県・滋賀県
（ホームセンターコーナン及びコーナン
ドイト各店は提携の対象外です。あらか
じめご了承ください。ご不明な点は店舗
作業員までお問い合わせください。

クロスワードパズル当選者
正解・・ねんがじょう

（
支
部
）
名
前
・
・
・
・

（
門
真
）
藤
本
葵
衣
・
古
竹
典
恵
・
坂
井
一
成
（
都
島
）
難

波
智
和
・
岡
崎
豊
一
郎
（
豊
中
）
朝
野
有
一
・
西
勝
義
（
吹

田
）
明
賀
虹
太
（
寝
屋
川
）
前
田
か
お
り
（
守
口
）
南
成

秀
・
森
本
信
昭
（
茨
木
）
金
田
勝
・
西
田
美
保
子
（
東
淀
川
）

須
川
典
昭
（
西
淀
川
）
川
村
悠
花
（
池
田
）
浅
原
菜
摘
（
泉

佐
野
）
東
和
代
・
道
江
隆
・
二
見
啓
介
（
堺
）
成
田
て
る

み 

二
十
人

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

優秀賞
西淀川支部　
藤田富史行さん
『今年の初日の出』

優秀賞
門真支部

猪本　梨伽さん
『笑う門には福来る！初笑い』


